
第１学年 道徳学習指導案 

日 時 １０月１５日（木）第５校時 
場 所 １年教室 
指導者 柿平 哲夫 
 

１ 主題名 公徳を尊ぶ心  内容項目４－（２）  
 

２ 資料名 「島 耕作 ある朝の出来事」（出典 中学の道徳１ 自分を見つめる 暁教育図書） 
 

３ 主題のねらい 
◎公共の場での適切な態度を考え、実行しようとする。 
＊公徳心が必要であるという気持ちを持つ。 
＊公徳心を尊び、やわらかい心を持つことで、住みやすい社会が実現することがわかる。 
＊公共の場で勇気を持ち、適切な態度をとろうとする。 

 

４ 主題設定の理由 
＜ねらいの道徳的意味＞ 
 気持ちよく社会生活を送るためには、社会の構成員一人一人の公徳心に基づく具体的な行動が不

可欠である。ところが、公徳心をいざ実践に移そうとするとさまざまな障害が生じる。恥ずかしさ

や面倒くささ、自己中心的な考えなどが頭をもたげてしまう。実践には勇気が必要である。 
 また、よりよい社会の実現のためには、実践する勇気を持つだけでなく、その実践を効果あるも

のにしていくため、他人の立場について想像力を働かせるいわば配慮も大切である。公徳心の適切

な表現の方法についても考えさせたい。 
 

＜ねらいからみた生徒の実態＞ 
アンケートによれば、１年生は公徳心について、意識の面でも行動の面でも低めの結果がでている。

また意識はしても、行動に移せていないという傾向があることが明らかとなった。全体的には明るく伸

び伸びと生活しているが、学習習慣が身についていない面もあり、授業中につい私語をしてしまう生徒、

休み時間と大差ない話し方をする生徒がいる。また他者を傷つけかねない不用意な発言をする生徒もい

る。他者の気持ちを十分に考えない言動があり、それを許してしまう学級の雰囲気があるようだ。 
以上のことから、公の場という意識が希薄で、その場にふさわしい言動が十分にできていないと考え

られる。今後進級し上級生となった時には、生徒会活動や部活動などの公的な場での活躍が期待される。

また職場体験や進路選択では中学校の外の社会とかかわっていかなくてはならない。公共の場での適切

な態度をとることができれば、お互い気持ちのよい社会が作られるのだという自覚を持たせることが大

切であろう。 
 
＜資料の道徳的教育的意味＞ 
満員電車で立ったまま苦しんでいるおばあさんの前で座席に着き新聞を読んでいるサラリーマンに、

島耕作は席を譲るよう声をかけるが、拒否されて口論となる。サラリーマン、島それぞれの態度や言い



分をどう考えるか。またサラリーマンに欠けていたものは何か。島に欠けていたものは何か。このよう

な視点から考えをめぐらすことによって、公徳心を考えるきっかけとしたい。 
 
５ 研究課題との関連（Ⅰ②善悪の判断、きまりの尊重などの規範意識をはぐくむ道徳教育） 
 本校の研究課題の一つに「規範意識」がある。「規範意識」は「公徳心」の基盤ともいえる。本

学級で課題となっている公徳心について考える機会を持つことが、規範意識の高まりにつながって

いくことを期待したい。 
 

６ 関連連携のための指導計画 

 

７ 資料分析 

〈各教科等〉  〈道徳の時間〉  〈その他の教育活動〉

学級活動  
２－（２） 
人間関係づくり 

４月 

ジョブカフェ訪問

４月 

 

 ２－（２）思いやり  
「『し』をかくひ」６月 
他者に対して優しい心で

接しようとする態度を育

てる。 

 

 
     

生徒会活動（挨拶運

動など） 

 

  ４－（４）いじめを許さ

ぬ強さ  
「わたしもいじめた一人

なのに…」６月 
いじめを許さぬ心を持

ち、行動で表そうとする

意欲を高める。 

 

日常の学校生活（清

掃、係活動など） 

 
 

    

部活動（対外試合な

ど） 
 

総合的な学習の

時間４－（２） 
校外での調べ学

習  
２学期 

 ４－（２）公徳を尊ぶ心

「ある朝の出来事」10 月
公共の場での適切な態度

を考え、それを実行しよ

うとする。 

 

職場体験 ２年生 

場 老婦人

乗車 
老婦人サラリ

ーマンに謝る サラリーマンと島との口論 

サラリ

ーマン 

平然と

新聞を

読む。 

応答しない 反論「仕事で二時

間しかねてない

んだ」 

座る権利「始発駅

で二十分も並ん

だ」 

 
 

島耕作 

  「席をゆずって」 怒った島は…言い

返す 
「（権利の問題で

はなく）あなたの

気持ちのことを言

っている」 
島耕作

の心の

動き 

  無神経さに業を煮

やす。 
予想外の反論に腹

を立てる。 
ますますムキにな

っていく。 



８ 準 備  副読本、心のノート、ワークシート、フラッシュカード 
 

９ 展 開 

主な学習活動 指導の方法 生徒の心と力の高まり 
   

①「公徳心」とはどのよう 
なものかを学ぶ。 

○心のノートｐ９６を示し、公

徳心のない人を具体的にイ

メージさせる。 

・「公徳心は必要だ。」 
・「公徳心とは、みんなで使う

物や場所での心がけ。」 
 

②「公徳」という主題を念

頭に置きながら、「ある

朝の出来事」を読む。 
 
・サラリーマンと島耕作と

を比較し、どちらが公徳

心があるかについて話し

合う。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
発問―サラリーマンと島耕作

とを比べよう。公徳心が

あるのはどちらの方だ

ろうか。 
・公徳心があるのは島耕作であ

るという回答が予想される。

しかし島耕作にも欠けてい

るところがあるということ

に気づかせたい。 
 

 

 
 
 
 
・「島のほう。サラリーマンは

自分のことしか考えていな

い。」「島は親切な気持ちが

ある。」 
・「島もムキになって、議論に

勝つことしか考えていな

い。」「満員電車で口げんか

は他の人に迷惑。」 
 
 

・二人に必要なものとは何

だったのかを考える。 
発問―二人に必要だったのは

どんな心だろう。 
・「公徳心」という言葉だけで

終わるのではなく、掘り下げ

て考えさせたい。 

・「公徳心。」「相手のことを思

いやる心。」「周りに迷惑を

かけないようにする心。」 
「みんなが気持ちよく過ごせ

るよう気をつける心。」 

③「互いをいたわる心持ち

たい」を読み、公徳心を

実践するために必要なこ

とを考える。 
 

発問―同じ電車の中で起こっ

た出来事です。「ある朝

の出来事」とどこが違う

のだろう。 
 

・「『すみません』とか『申し訳

ない』という言葉があり、思

いやりがある。」「相手に不

愉快な思いをさせないよう

に気遣っている。」 
 

 
 

④今日の学習を振り返って

自分の考えをまとめてみ

る。 
 
 
⑤詩「せともの」を聞く。 

 
 

発問―今日の道徳で何を学ん

だのか。書いてみよう。

・本時を振り返ったあとで、ワ

ークシートに記入する。 
 

 
 

評価―公共の場で、やわらかい

心にもとづいた適切な

態度をとろうとする記

述がある。 

 
 
 
 
 



１０ 板書計画 
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